
工業試験場・ものづくり支援センター

商品企画実践講座
受注体質から開発体質へ

道総研ものづくり支援センターでは平成 29 年度より、 新商品を開発したいと考えている道内中小企業
を対象に、商品企画の考え方を学ぶ連続講座を開催致します。皆様のご参加をお待ちしております。

商品企画をやったことがない。 ・実際に商品企画を考える実習
・いい企画を考える /選ぶコツ
・知財の基礎と実践方法
・広報 /プレゼンのコツ

本講座の
ポイント

講座および演習（予定）

募集要項 受講条件

対象企業：自社商品を開発したいと考えている道内中小企業 ・毎回出題される課題を次回提出すること。

・講座の 8割以上に出席できること。募集数　：5社程度（1社２名まで）

オリエンテーション 開発方法論、受講者自己紹介・事業紹介、課題発表

講師による企業訪問 企業の現状と可能性の把握

企画書作成方法 市場調査、マッピング、企画書の作成方法

開発課題討議 受講者情報の解析、課題の現状把握

製品企画と設計方法 開発課題討議・決定、設計方法

知的財産権法対策 知財戦略と準備、申請様式と公文書化技術

プレゼンテーション プレゼンテーション評価

平成２９年度

新規開講！！
全９回

自社製品がうまくいかない。

企画を作れる人材がいない。

受講者データ講評 受講者の評価、分析データ発表、今後の方針

広報資料の作成方法 広報・説明資料の作成、プレゼンテーション準備

主任講師プロフィール
大塚 聰 氏 有限会社エッチビーアイ　代表取締役 /工業デザイナー

第1 回

第３回

第２回

5/17（水）

第４回

第５回

第６回

第８回

7/28（金）

9/15（金）

第７回 10/13（金）

11/17（金）

特講 12/22（金）

6/30（金）

8/30（水）

6/１~2（木・金）

時間：第 2回以外は 14:00～17:30　会場：北海道立総合研究機構工業試験場

【略歴】　 千葉大学工学部工業意匠学科大学院修了・東京都立産業技術大学院SD課程修了。企業の依頼を受け取得した
                   知財権数は２００件以上、新製品開発や知財権に関する企業カウンセリング１８０社以上。
【講師歴】東京都中小企業振興公社、東京都立産業技術センター 新製品開発講座講師。千葉大学、湘南工科大学 開発工 
                   学 講師。総理府・経済産業省・特許庁主催「新製品開発と知的財産権」始め全国での講演多数。東京都足立区
                   「あだち新製品開発講座」主任講師。特許庁知財専門委員。「中小企業のための新製品開発と知財権」執筆。



商品企画実践講座　－受注体質から開発体質へ－
受講申込書

申込先：（地独）北海道立総合研究機構 産業技術研究本部 ものづくり支援センター　大野

貴社名

住所

電話

ホームページ

業種 主な商品

従業員数

参加者氏名

名（うちパート　　　　　名）

FAX

資本金 万円

〒

＊申込情報は本講座の運営に関する組織内情報として使用致します。

お問い合わせ先：（地独）北海道立総合研究機構 産業技術研究本部 ものづくり支援センター　大野

　　　　　　　　〒060-0819　札幌市北区北 19 条西 11 丁目　電話：011-747-2324（直通）

◆FAX またはメールでお申し込み下さい。
　FAX 番号：011-726-4057　　E-mail アドレス：oono-keiko@hro.or.jp

申し込み締め切り日：２０１７年４月１０日（月）／　受講費：無料

ふりがな

ふりがな 部署・役職名 メールアドレス

参加者氏名

受講目的

開発アイデア

開発環境

ふりがな

本講座に申し込んだきっかけや、講座に期待されていることをお教え下さい。

本講座で開発したい製品（商品）アイデアはありますか。あればどのようなものか記載して下さい。

◆開発アイデアが（　ある　/　いくつかあって迷っている　/　ない　）

当てはまるものに〇をつけてください。

◆開発製品は（　自社で制作可能　/　外部に委託して制作　）

◆CADソフトを（　使用している〔ソフト名：　　　　　　　　　　　　　　　〕　/　使用していない　）

◆プレゼンソフトを（　使用している〔ソフト名：　　　　　　　　　　　　　〕　/　使用していない　）

部署・役職名 メールアドレス


